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去る入月十日の火星掩蔽
（観　　～貝TJ　　報　　告）
　　　　　　　　　　（1）倉敷天文毫
　　　　　　　　　　　　　山　本　一清
　八月十日の火星掩蔽εいふ珍しい現象を観測するため，自分は其の日正
引過ぎに堺市の假の家を立って，大阪嚢1時12分の下り列車に乗った．天氣
は一週間も前から意地悪く曇り助けで，南海沖の低氣歴が急に立ち退きそ
うにないのが最も不愉快であった．『多分今夜の櫻測も曇られ了って駄目な
のだらう』ミ，可なり諦めながら，それでも水野主事が準備してみて下さ
るのだからミにかく行かうε決心して汽車に乗った次第であった．汽車：中
で，いろいろS天の雲を散らす方法が無いものかε室想に耽った．今日，
軍人就會では毒ガス戦の研究が進んでみるやうだが，あの技術を天文方面
に慮用して，大きく鑛がるガスを室中に獲射するこE，そして水半季を急
に退散せしめるこεが出跨るかも知れないなさε考へ綾けナこ．汽車が姫路
を過ぎて網干に來ナこ頃，フト南の窓から外を見るミ．天の一角に雲が切れ
て青室が見えてみる！！大に驚き．且つ喜んだ．　1『さすがは中國の室だ』ε，
しきりに感心するミ同時に，毒ガスの事な♂すっかり忘れて五って，刻々
暖室の大きくなるのを景氣好く眺めながら，今夜の観測の方法のこε，「時
計比較のこS，京都の観測者のこεなさ，いろいろ考へっづけた．岡山は
午後五時四十分通過，そこで水野氏が乗り込まれたが，意外にも，原澄黒
氏が亦こSから乗り込まれk。そして一同六時十二分に倉敷着．
　倉敷では，先づ原氏邸に入り，少憩，食事を頂いた後，日が暮れて天文
皇へ行き，折から集まってゐk五六十人の人々のために自分は「掩薇一
殊に’今夜の火星掩蔽について」Sいふ題で一揚の講演をした．講演後，一
時間ばかり，水野氏は人，々に土星を観せて居られたが，十時に其れを切り
上げて，一先づ原氏邸に引き上げ，暫く眠る，天氣の心配は無し．
三十日午前○時牛，几帳面な水野氏が先づ眼をさまし，次いで自分も起さ
去る八月十日の火星掩蔽　（山本一畳） 21f　され，早々仕度して二人は天文皇に赴く．此の時既に天文皇では，土地の筆
墨やら新聞記者やら合計十人ばかりの人が見えてみた．東の室には美しい
　月S，其れに接燭せんばかりの赤い火星が，よく澄んだ室に輝やいてるる．
　　望遠鏡の調整をして，倍率をいろいろざ試みてみる間に時刻は刻々ε返
って來る．倍率を逡に500倍ε決定し，午後1時21分頃から，水野氏にクロ
　ノメーターの秒針を潤んで頂いて，自分は観測墓に登つk．室氣の動鑑が
多少あるけれ曹，透明であって，観測には差支へない・月の輝やいた豫へ
刻々火星が近づいて行くのを見てみる罵月に比べて火星の赤い色が特に
　著しいこミε，それに，干天艦のアルベードの差違があって，月よりも火
　星の面積光輝が著しく強いために，此の掩蔽観測は案外容易である．第一
　第二の爾接濁を次の如く観測した．
　　　第一鰯　　　　1時　24分　34・0秒
　　　第二燭　　　　1　24　48・0
　これで暫く休息時間が出子ナこので，自分はすぐ休憩室に立ち戻り，かねて
　の約束により，京都大學天文肇へ電話をかけた．幸ひ，渡邊理學士が電話
　口に出られたので，標準時計の比較をした．結果は
　　　京都　2時2分40，0秒＝倉敷　1時57分54，3秒
　　午前2時15分まで雑談に時を費し，フ5時刻の迫ってみるのを見て，大
　にあはて、望逡鏡室に騙け込んだ．こんさの第三燭は月の暗い橡から火星
　が出現するのを見るのだが，望遠鏡に位置角を示す標が無いため，此度は飴
　り大きい倍傘を使ってせまい範園の月面を見つめるこεが出來ない．可な
　り廣く火星の現はれるのを見守らなければならない，それで自分は此の揚
　合の倍率を250に下げナこ．しかし，前記の如く，月の暗‘・橡から火星が出
　て來るのだから，注意さへしてみれば見逃すこεは無いε思った．若し之
　れが輝いた月の縁から出るのだったら非常の困難だらうεも思つf．
　　いよいよ時刻が迫って，注意深く視野を見つめてみるε，果して突然ミ
　して赤褐の約めきが月の暗橡から見えナこ．其の瞬聞にちょう羊水野卑が時
　計の秒針を讃み始めナこので，自分は少しく狼狽したけれ＄，まつ大しずこ誤
　りも無く進行しナこ．次いで直ぐ第四燭εなり，之れで全部終つk．第三第
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四の接燭時刻は
　　第三鯛　　　2時19分45秒（？）
　　第四欄　　　　2　20　0．O
　此の四つの接鰯時刻に時計面の誤差を補正しなければならぬ．之れのナこ
めには第二鰯の後に京都ミ電話連絡によって比較しだ時計差がある．あの
比較によるS倉敷の時計は京都の時計よりも4分45．7秒おくれてみる．し
かるに，あεから向いナこ所によるミ，京都の時計は正しい中央標準時より
も5分33秒だけ進んでみるEいふこミであるから吾が倉敷の時計は，結局，
正しい標準時よりも
　　　　　　　　　　4分45．7秒一5分33秒＝　一47。3秒
これだけ進んでみるこεになる．
　爾，こSに今rっ，正しい時刻を得る方法がある．それは水野氏の御親
切によって，八月九日ミ二十日ミに此の倉敷の時計ミ岡山測候所の正しい
時計こを比較して下さったのであって，師ち，
　　入月九日（岡山）午後0時26分26秒；倉敷0時27分05秒　　故に，差＝一39秒
　　同十日（同）午後20500＝＝同20555同＝　一55
此の一回の比較から，丁度観測の時の時計差を求めるξ，比例算で，
　　　第一・及び第二鰯の頃，倉敷の時計の誤差は　一47秒
　　　第三及び第四鰯の頃，同　　　　　　　　一48秒
こなる．京都この電話による比較ε誠によく一致してみる．
　故に此の誤差の補正を，観測時刻に施して，下の如きものミなった，
　　第一鯛　　　午前　1時　23分　47秒
　　第二鰯同1241
　　第三鰯同21857（？）
　　第河心同21912
　火星は此のHの覗直径15．〃0で，形は1封0．858の割合に峡けてるナこ．望遠
鏡の倍牽が高いので，音像のデフ1ンニシヨンは可なり悪かったが，それ
でも大シルチスらしい鮮かな斑鮎が見えてみた．極冠は見えなかった．
　午前2時40分頃に観測を全部終り，3時に原二丁に二って，床に入つk，
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翌朝は8時に起床．11時25分登の汽車で倉敷を立ち，岡山で水野氏は下車，
自分は午後4時に大阪に下車し，6時前に堺へ昂った．
　此の日，倉敷商業校の佐々木丁零は火星掩蔽直後の爲眞を4枚撮つナこ。バ
ーロー・レンズ附きのカメラであっt　fOS，翌朝現像の結果，露出時間は近
々不足してみるこεが分つた．
　　　　　　　（2）京都大學天文蔓
　　　　　　　　　　　　　渡邊敏失
　火星掩蔽が起るミいふ日の前日の九日は朝から蒸し暑い雨の降りさうな
天氣であっナこ．自分は丁度この門口前から大阪方面に遊びに行って居った．
九日の朝の天下工合ではもう一日程遊んで行かうε思ってみたミころが曹
うして午後二：時頃になって少しく青い所が見えかけナこなミ思ってゐナこら日
の暮までには綺麗に晴れてしまつナこので，早速暇を告げて夜10時少し前京
都大學天文毫に立ちもさつk．
　蹄って見るS山本先生から倉敷へ観測に出かけたから時計の比較を電話
でするミいふ意味のお手紙が届いてみた．そこで早速時計の比較やら爲眞
を撮る爲に焦貼を合はすやらの準備でいそがしかった．それでも掩蔽が始
まる少し前に片付いて山本先生からの電話を待って居つナこが逡に電話がか
かってこなかった．而して時間も切迫して來たので夫々の場所につく事に
しt．自分は25糎反射鏡で火星潜入前ε出現後に爲眞を撮る事こ，火星ε
月の干鰯隣間を観測する事にしfc．小山君は自身の望遠鏡で，柴田君は18
糎屈折望遠鏡で，今井君は10糎屈折望遠鏡で観測した．時計の秒針を讃ん
だのは北條理人君であった，
　然し何ミまあ天の紳の意地悪きいたづらであらうか！全天殆さ雲で薇は
れてしまってみた．時は正に1時20分火星掩蔽の始まらんミする二，三分前
である．我々はもうだめだミ諦め様εしてみた時に月のある部分に當って
少し雲がのきかけて月が顔を出した．早速爲眞を二枚撮った．潜入時刻も
迫って望遠鏡をのぞいた時は驚いた，始めて火星は月の明るい方の縁から
入るからして火星は非常に薄くしか見えないだらうミいふ豫期に反して
火星は眞紅の色でかくかくミ輝いてみたからである．無事に第一，第二の
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接脚寺刻を沁み取ってひこ先づ休んだS思った中に山本先生からの電話が
かNって來た．早速クロノメーターを持ち出して時計比較にかSつた．最
後の2時2分ミいふ言葉がさうしても通じなかつナこのは閉口しナこ．それでも
交換手の中櫃iぎでやつこ通じた。而して次の比較は夜が明けてからミいふ
事で電話を切った．出現時刻に間も無いので再び夫々の部署についナこ．火
星が月の暗い橡から突然にひょっこりε表はれ九のは面白かつナこ．第三，
第四の接角蜀も順調に行っナこ．此に綾いて爲眞を三枚程撮っておいナこ．出現
後の光景は美事なものであった．肉眼でよく見る事が出門た、もう此の畦
分には一鮎の雲もなく，澄みきった天上には卒和の女神ダイアナミ軍神マ
ースがトルコの旗の様に並んで輝いて居た．
　二日の観測結果は次の通りである．
観測者
渡邊敏夫
小山秋雄
柴田淑次
今井顯治
第一鯛
時　分　秒
1　24　12
　　13
　　工8
　　12
第二鰐
時　分　秒
1　24　27
　　27
　　28
　　25
第三二
時　分　秒
221　2
　20　57
　21　1
　20　59
第四鰐
時　分　・PL’
2　21　18
　　12
　　11
　　9
器械
25糎反射鏡
13糎　〃
18糎屈折鏡
10糎　〃
倍率
???
膨
????
???13
U
?????????
??｛
　　　　　　　　　　　　（3）講　　　評
　　　　　　　　　　　　　山　本國清
　京都の此の四二の観測はそれぞれ良いミして，さて此等の結果から，最
も眞に近い時刻εして何を探るべきかは，批評家の立干によって差違があ
る．軍に普通の卒均を取るだけでは良くない。此の種の観測は，室氣の許
すかぎり倍率の高いものを使ふ方が，入は同じでも，結果は正確である．
今試みに倍傘が此の四人の槻測の正確度に正比例するものこして，それぞ
れ「重み」を附した二丁値を計算して見るご，
　　　　　第一鯛　　　　第二鯛　　　　第三隅　　　　第四鰯
　　　　1時24分13・4秒　1時24分26・6分2時20分59・9秒　2時21分11・9秒
ミなる．しかし，自分は之れに寧ろ満足しないで，A■一一っ，倍率の二乗に
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正比例する「重み」を附して卒均値を計算し直して見fc・此の結果は其れ其
れ
　　　　1時24分13・1秒　1時24分26・6秒　2暗20分59・6秒　2時21分11・7秒
εなつナこ．自分は此の後者の方が眞に近いε思ふ（此の外に，爾ほ各観測
者の熟練の程度εいふものを考へに置いて最：後の判断を下さなければなら
ないのだけれさ，今此等の熟練の程度を測定する材料が無いので，不本意
ながら，之れを以て満足する）・
　京都の観測ξ倉数εを比べて見るS，何れの場合にも倉敷の方が時刻が
早い．之れは爾地の地理的位置の關係上當然のこεである・京都に比べて
倉敷が幾何ほE．．早いかεいふミ，
　　　　　　　　　第一鰯の差カミ　　　　　0分26・1秒
　　　　　　　　　第二角蜀　　　　　　　　　　0　　25・6
　　　　　　　　　第三鰯　　　　　　　2　02・6
　　　　　　　　　第四鰯　　　　　　159・7
初めの二つが互ひに似てみるのは総ての観測が良好な野縁である．尤も正
しく此の二つが一致しないのは止むを得ない程度のものである．しかし第
三燭ε第四燭この差はちS大き過ぎる．此の差は大部分は，倉敷の観測者
が時計の讃みおくれによって狼狽しナこのによるものに違ひない．
　上記の比較から見て，此の観測に約3秒の誤りがあるミ見れば，倉敷の
第3燭の正しい時刻は　2時19分0秒　ミなる．
　　　　　　　　　　　十一月流星群
　本月は流星が相當に多く．殊に光度の強いものが出現する事もあるので，
特に注意を携はれる様に希望する。中でも獅子座流星群は最も顯著，輻射
鮎は赤経10時，「赤緯北22度，立ち同座二Y星附近．出現日は14日よりエ6日頃
まで．次に著しきはアンドロメ座流星群，輻射鮎は赤経1時36分，赤緯北
43度，師ち同座Y星附近．出現日は17日より23日頃まで．等々，
